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常任委員会報告

第三者認証制度の拡大始まる!

諫早湾干拓農地の現状について 新型コロナ対策関連、災害支援金などの
補正予算を可決！

信号機横断「支援機器」導入の課題を質す

●
発
行
者
：
改
革
21
広
報
委
員
会
　
長
崎
市
尾
上
町
３‐

１
県
議
会
内
　
●
発
行
日
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２
１
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令
和
３
年
）８
月

●新しい長崎駅西側に、本年11月開業に向けて
　整備中の「出島メッセ長崎」を背景に

山口  初實

赤木  幸仁 坂本　浩

観
光

生
活
建
設

委
員
会

総
務

委
員
会

暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

　
例
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が（
高
齢
の
方
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
っ
か
り
行
い
）元
気
い
っ
ぱ
い
猛
暑

を
乗
り
き
っ
て
頂
き
た
い
と
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
全
世
界
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
１
年
間
の
延
期
と
な
り
ま
し
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
も
の
の
無
観
客
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
長
崎
県
か
ら
も
14
人
の
オ
リ
、パ
ラ
の
選
手
が
出
場
し

ま
す
。特
に
私
の
地
元
諫
早
市
の
体
操
、内
村
航
平
選
手
、

カ
ヌ
ー
の
水
本
圭
二
選
手
を
は
じ
め
陸
上
５
０
０
０
ｍ
１

０
０
０
０
ｍ
の
廣
中
選
手
、柔
道
の
永
瀬
選
手
、サ
ッ
カ
ー

吉
田
選
手
に
は
メ
ダ
ル
獲
得
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｖ
観
戦
で
の
応
援
に
な
り
ま
す
が
、選
手
の
皆
さ
ん

に
は
よ
り
多
く
の
よ
り
高
い
表
彰
台
を
目
指
し
国
民
に
元

気
を
与
え
て
頂
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

県
議
会
副
議
長
に
就
任
！

　
私
は
、６
月
議
会
最
終
日
に
、瀬
川
議
長
及
び
松
本
副
議

長
の
辞
任
に
伴
う
正
副
議
長
の
改
選
に
よ
り
、第
92
代
の

副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。選
任
頂
き
ま
し
た
議
員
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
、通
常
の
県

民
生
活
や
各
々
の
事
業
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。更
に
人
口
減
少
対
策
、財
政
健
全
化
、新
幹
線
、更
に

は
脱
炭
素
化
２
０
５
０
年
問
題
な
ど
山
積
す
る
県
政
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
議
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
微
力
で
す
が
、坂
本
智
徳
議
長
を
支
え
て
健
全

で
活
力
あ
る
県
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
取
り
組
む
決
意

で
す
。

　
皆
様
、ご
支
援
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染拡大により、様々な事業者が影響を
受けておりますが、特に飲食店や観光事業、公共交通は維持す
るのでさえ危機的状況に置かれております。しかしながら、今後
ワクチン接種が進み、重症化することが減少するとなれば、感染
症対策を行いながら様々楽しむ時代になると予測しております。
　そのような状況に備えるため、昨年から行われているteam 
NAGASAKI SAFETYの活動幅を広げる方針となりました。まだ
まだ認証を受ける側のメリットも制度の周知も途上でありまし
たので委員会では集中して審議し、施設側から寄せられる様々
なご意見を吸い上げつつ、よりよい制度となるよう活発な意見
交換が行われました。
　今後各市町と連携し、参画する飲食店へのインセンティブも
拡大する方針で、HP等でわかりやすく発信し、利用する側も安
心して観光や飲食を楽しめる場が増えていくことを期待してお
ります。

堤　典子

農
水

経
済

委
員
会

　五島市沖が国内初の洋上風力発電事業の促進区域に指定
され、本年6月、国が事業者（6社合同）を選定したとの発表が
あり、浮体式の商用事業が実施されることになりました。ま
た、有望な区域に西海市江島沖が上がっており、促進区域指定
に向け協議中です。
　諫早湾干拓農地では5年ごとに農業振興公社と営農者で契
約を結びますが、2018年の契約更新の際、２事業者は利用権
の再設定が認められませんでした。公社は農地の明け渡しを
求めて提訴し、未払いとなっている土地改良賦課金の公社負
担分の支払いを求めています。このほか、過年度に4経営体が
合わせて2,963万円を滞納しているということです。現在は
更新の際、同意書を取っていますが、以前は口頭で伝えるのみ
だったということで、更新の審査を厳格にするべきではないか
との意見が出されました。

中村  泰輔

文
教

厚
生

委
員
会

　ワクチン接種加速のため、以下の個別接種支援をします。
①接種回数増加に向けた支援（対象：診療所）
接種１回当たり支払い額（2,070円）に上乗せして、条件を満
たせば接種回数に応じて2,000円or 3,000円を交付する。

②接種施設数の増加に向けた支援（対象：病院、診療所）
１日あたり５０回以上の接種を実施した場合⇒当該日数X 
100,000円を交付

③接種体制の強化に向けた支援（対象：病院）
通常診療とは別に、条件を満たしてワクチン接種のために特
別な体制を確保した場合⇒１人１時間あたり、医師：7,550円、
看護師等：2,760円を交付

　また、本県全体の人口10 万人あたりの診療所数は101.9で
全国値の80.1を大きく上回っており、その特長を生かして、来
年以降の接種も見据えた診療所での更なる接種体制の強化を
求めました。

　可決した議案は次の通りです。①コロナ対応地方創生臨時
交付金（歳入のみ3,972万円）、次期情報セキュリティクラウド
移行事業費（1億2,530万円）のほか知事専決報告など補正予
算4件。②視覚障がい者の信号機横断を支援する「高度化
PICS（ピックス）」導入へむけた関係条例、県職員の定数条例
の一部改正など7件。③地方財政の充実・強化を求める国への
意見書1件（改革21など三会派提出）。
　「高度化PICS」は、信号機の情報をスマートフォン（音声や振
動）で知らせる歩行困難者への支援機器です。全国的に整備
が進められていますが、本県は音響式信号機を先行し、来年度
に整備方法を検討する方針で、様々な課題があります。盲学校
付近での試験運用の必要性、スマホ普及への助成措置などを
指摘するとともに、当事者団体や県障害福祉課との連携を強
化して導入を進めるよう求めました。

No,25No,25 2021.6月議会号2021.6月議会号
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饗庭 敦子

山田 朋子

孤
独
・
孤
立
対
策
で

貧
困
対
策
、妊
産
婦

対
策
の
強
化
を
求
め
る

（
饗
庭
）子
ど
も
の
貧
困
は
、女
性
の
貧
困
を
は
じ
め
と
す
る
現
在

の
社
会
の
ひ
ず
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。「
妊
産
婦
医

療
費
助
成
制
度
の
創
設
に
要
す
る
要
望
書
」が
提
出
さ
れ
た
。妊

娠
か
ら
出
産
に
至
る
間
、精
神
不
安
や
産
後
う
つ
な
ど
で
孤
独
に

感
じ
る
方
が
多
く
、妊
産
婦
の
孤
独
に
対
す
る
支
援
策
も
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、県
の
対
策
は
ど
う
か
。

（
こ
ど
も
政
策
局
長
）妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
、電
話
や
対
面
に
よ
る
相

談
支
援
な
ど
、よ
り
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。妊
産
婦

の
方
々
が
、孤
立
せ
ず
、必
要
な
相
談
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、県
と
し
て
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

児
童
生
徒
へ
の
性
暴
力
根
絶
へ

（
饗
庭
）「
児
童
生
徒
性
暴
力
防
止
法
」が
成
立
し
た
。都
道
府
県
の

教
育
委
員
会
が
教
員
免
許
再
交
付
の
可
否
が
判
断
で
き
る
よ
う

に
な
り
、児
童
・
生
徒
は
も
と
よ
り
、元
教
員
の
将
来
に
も
大
き
な

影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、「
元
教
員
に
は
子
ど
も
に
関

わ
る
仕
事
に
は
就
い
て
ほ
し
く
な
い
」と
い
う
声
を
多
く
聞
く
。

教
員
の
性
暴
力
の
実
態
と
対
策
を
伺
う
。

（
教
育
長
）過
去
10
年
間
の
わ
い
せ
つ
事
案
の
懲
戒
処
分
件
数
は
、

平
成
25
年
度
と
令
和
２
年
度
は
０
件
、令
和
元
年
度
は
３
件
、そ

の
他
の
年
度
で
は
１
件
か
ら
２
件
、合
計
で
14
件
。平
成
30
年
度

に
懲
戒
処
分
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、特
に
、児
童
・
生
徒
に
対
す

る
わ
い
せ
つ
行
為
に
つ
い
て
は
、懲
戒
免
職
処
分
に
す
る
こ
と
を

明
示
し
た
。わ
い
せ
つ
行
為
の
根
絶
に
向
け
て
、学
校
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

校
則
の
積
極
的
見
直
し
を
！

（
饗
庭
）各
学
校
の
校
則
見
直
し
の
結
果
を
伺
う
。

（
教
育
長
）令
和
３
年
３
月
以
降
に
校
則
の
見
直
し
を
実
施
し
た

高
校
30
校
、中
学
校
１
４
２
校
、今
後
見
直
し
を
実
施
す
る
予
定

の
学
校
が
高
校
23
校
、中
学
校
22
校
と
な
っ
て
い
る
。

生
理
の
貧
困

に
つ
い
て

（
山
田
） 

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、多
く
の
国
民
が

そ
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、生
理
用
品
を
買
う
こ
と
が
で

き
な
い
生
理
の
貧
困
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
民
間
団
体
が
３
月
に
発
表
し
た
調
査
で
は
、高
校
生
や

大
学
生
の
５
人
に
１
人
が
、過
去
１
年
で
金
銭
的
な
理
由

に
よ
り
生
理
用
品
の
購
入
に
苦
労
し
た
り
、節
約
の
た
め

交
換
頻
度
を
減
ら
し
、不
衛
生
な
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い

る
と
答
え
て
い
る
。こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

（
知
事
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期

化
す
る
中
、女
性
特
有
の
問
題
が
顕
在
化
し
、不
適
切
な

養
育
環
境
に
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
家
庭
、ま
た
就
業
や
生

活
面
で
困
難
や
不
安
を
抱
え
る
女
性
に
対
す
る
支
援
は

重
要
で
あ
る
。市
町
と
十
分
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

（
山
田
） 

生
理
用
品
の
配
付
等
を
き
っ
か
け
に
相
談
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、県
の
具

体
的
な
取
組
は
。

（
こ
ど
も
政
策
局
長
）住
民
に
身
近
な
市
町
が
国
の
交
付

金
制
度
を
活
用
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
と
協
力
し
、

生
理
用
品
の
提
供
等
を
通
じ
て
、子
ど
も
や
女
性
を
各
種

の
支
援
制
度
に
つ
な
ぐ
取
組
が
で
き
る
よ
う
、市
町
へ
の

情
報
提
供
や
関
係
団
体
と
の
調
整
等
を
行
い
、実
施
に
向

け
働
き
か
け
る
。

（
山
田
） 

県
内
の
21
市
町
、暮
ら
す
町
に
よ
っ
て
、生
理
用

品
が
学
校
で
提
供
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
で
き
な
い
と
こ
ろ

と
い
う
よ
う
な
不
平
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、ぜ
ひ
、積

極
的
な
対
応
を
求
め
、合
わ
せ
て
、社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
生
理
の
貧
困
に
関
し
て
、企
業
と
か
団
体
に

寄
附
を
募
る
仕
組
み
も
ぜ
ひ
検
討
を
い
た
だ
き
、必
要
な

方
に
必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症・
経済対策特別委員会

深堀　浩

KAIKAKU 21 No,25

「県民の声を政策に反映できる委員会を目指して!!」
　新型コロナウイルス感染症の収束は見通せない段階です

が、疲弊した本県経済の立て直しや生活困窮者への支援策

は待ったなしの状況です。そのため、今年度、経済対策に重

点を置いた新型コロナ対策の特別委員会が、初めて設置されました。

　審査する項目は、「感染防止対策」、「医療体制維持対策」、「経済活性化対策」、「生

活安全対策」と幅広い内容ですが、困窮する事業者や県民の声を数多くお聴きし、

公平で現場の実態に即した効果的な事業を提言するために活動することを確認し

ました。

　その一環として、６月３日には長崎県議会としては初となるオンラインを活用し

た意見交換会（リモート会議）を開催しました。県内各地の経済団体（１３団体）の皆

様と率直な意見交換を行い、現場の窮状を把握するとともに、これまでの支援制度

の課題等も確認できました。県議会としては、今後もこのような会合を活用していか

なければなりません。

　また、従来、特別委員会は年度を通して議論を重ね、最終となる２月定例議会に委

員会のまとめとなる意見書を提出するスケジュールでしたが、それでは、次年度の一

般会計予算案（事業案）に間に合いません。そこで、異例ではありますが、私たちの委

員会では、提言する意見書を11月定例議会までに取りまとめるよう計画しました。

　窮屈なスケジュールとなりますが、各委員のやる気は十分です。どうぞご期待くだ

さい。
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や
対
面
に
よ
る
相

談
支
援
な
ど
、よ
り
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。妊
産
婦

の
方
々
が
、孤
立
せ
ず
、必
要
な
相
談
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、県
と
し
て
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

児
童
生
徒
へ
の
性
暴
力
根
絶
へ

（
饗
庭
）「
児
童
生
徒
性
暴
力
防
止
法
」が
成
立
し
た
。都
道
府
県
の

教
育
委
員
会
が
教
員
免
許
再
交
付
の
可
否
が
判
断
で
き
る
よ
う

に
な
り
、児
童
・
生
徒
は
も
と
よ
り
、元
教
員
の
将
来
に
も
大
き
な

影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、「
元
教
員
に
は
子
ど
も
に
関

わ
る
仕
事
に
は
就
い
て
ほ
し
く
な
い
」と
い
う
声
を
多
く
聞
く
。

教
員
の
性
暴
力
の
実
態
と
対
策
を
伺
う
。

（
教
育
長
）過
去
10
年
間
の
わ
い
せ
つ
事
案
の
懲
戒
処
分
件
数
は
、

平
成
25
年
度
と
令
和
２
年
度
は
０
件
、令
和
元
年
度
は
３
件
、そ

の
他
の
年
度
で
は
１
件
か
ら
２
件
、合
計
で
14
件
。平
成
30
年
度

に
懲
戒
処
分
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、特
に
、児
童
・
生
徒
に
対
す

る
わ
い
せ
つ
行
為
に
つ
い
て
は
、懲
戒
免
職
処
分
に
す
る
こ
と
を

明
示
し
た
。わ
い
せ
つ
行
為
の
根
絶
に
向
け
て
、学
校
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

校
則
の
積
極
的
見
直
し
を
！

（
饗
庭
）各
学
校
の
校
則
見
直
し
の
結
果
を
伺
う
。

（
教
育
長
）令
和
３
年
３
月
以
降
に
校
則
の
見
直
し
を
実
施
し
た

高
校
30
校
、中
学
校
１
４
２
校
、今
後
見
直
し
を
実
施
す
る
予
定

の
学
校
が
高
校
23
校
、中
学
校
22
校
と
な
っ
て
い
る
。

生
理
の
貧
困

に
つ
い
て

（
山
田
） 

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、多
く
の
国
民
が

そ
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、生
理
用
品
を
買
う
こ
と
が
で

き
な
い
生
理
の
貧
困
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
民
間
団
体
が
３
月
に
発
表
し
た
調
査
で
は
、高
校
生
や

大
学
生
の
５
人
に
１
人
が
、過
去
１
年
で
金
銭
的
な
理
由

に
よ
り
生
理
用
品
の
購
入
に
苦
労
し
た
り
、節
約
の
た
め

交
換
頻
度
を
減
ら
し
、不
衛
生
な
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い

る
と
答
え
て
い
る
。こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

（
知
事
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期

化
す
る
中
、女
性
特
有
の
問
題
が
顕
在
化
し
、不
適
切
な

養
育
環
境
に
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
家
庭
、ま
た
就
業
や
生

活
面
で
困
難
や
不
安
を
抱
え
る
女
性
に
対
す
る
支
援
は

重
要
で
あ
る
。市
町
と
十
分
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

（
山
田
） 

生
理
用
品
の
配
付
等
を
き
っ
か
け
に
相
談
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、県
の
具

体
的
な
取
組
は
。

（
こ
ど
も
政
策
局
長
）住
民
に
身
近
な
市
町
が
国
の
交
付

金
制
度
を
活
用
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
と
協
力
し
、

生
理
用
品
の
提
供
等
を
通
じ
て
、子
ど
も
や
女
性
を
各
種

の
支
援
制
度
に
つ
な
ぐ
取
組
が
で
き
る
よ
う
、市
町
へ
の

情
報
提
供
や
関
係
団
体
と
の
調
整
等
を
行
い
、実
施
に
向

け
働
き
か
け
る
。

（
山
田
） 

県
内
の
21
市
町
、暮
ら
す
町
に
よ
っ
て
、生
理
用

品
が
学
校
で
提
供
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
で
き
な
い
と
こ
ろ

と
い
う
よ
う
な
不
平
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、ぜ
ひ
、積

極
的
な
対
応
を
求
め
、合
わ
せ
て
、社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
生
理
の
貧
困
に
関
し
て
、企
業
と
か
団
体
に

寄
附
を
募
る
仕
組
み
も
ぜ
ひ
検
討
を
い
た
だ
き
、必
要
な

方
に
必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症・
経済対策特別委員会

深堀　浩

KAIKAKU 21 No,25

「県民の声を政策に反映できる委員会を目指して!!」
　新型コロナウイルス感染症の収束は見通せない段階です

が、疲弊した本県経済の立て直しや生活困窮者への支援策

は待ったなしの状況です。そのため、今年度、経済対策に重

点を置いた新型コロナ対策の特別委員会が、初めて設置されました。

　審査する項目は、「感染防止対策」、「医療体制維持対策」、「経済活性化対策」、「生

活安全対策」と幅広い内容ですが、困窮する事業者や県民の声を数多くお聴きし、

公平で現場の実態に即した効果的な事業を提言するために活動することを確認し

ました。

　その一環として、６月３日には長崎県議会としては初となるオンラインを活用し

た意見交換会（リモート会議）を開催しました。県内各地の経済団体（１３団体）の皆

様と率直な意見交換を行い、現場の窮状を把握するとともに、これまでの支援制度

の課題等も確認できました。県議会としては、今後もこのような会合を活用していか

なければなりません。

　また、従来、特別委員会は年度を通して議論を重ね、最終となる２月定例議会に委

員会のまとめとなる意見書を提出するスケジュールでしたが、それでは、次年度の一

般会計予算案（事業案）に間に合いません。そこで、異例ではありますが、私たちの委

員会では、提言する意見書を11月定例議会までに取りまとめるよう計画しました。

　窮屈なスケジュールとなりますが、各委員のやる気は十分です。どうぞご期待くだ

さい。
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０
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常任委員会報告

第三者認証制度の拡大始まる!

諫早湾干拓農地の現状について 新型コロナ対策関連、災害支援金などの
補正予算を可決！

信号機横断「支援機器」導入の課題を質す

●
発
行
者
：
改
革
21
広
報
委
員
会
　
長
崎
市
尾
上
町
３‐

１
県
議
会
内
　
●
発
行
日
：
２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）８
月

●新しい長崎駅西側に、本年11月開業に向けて
　整備中の「出島メッセ長崎」を背景に

山口  初實

赤木  幸仁 坂本　浩

観
光

生
活
建
設

委
員
会

総
務

委
員
会

暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

　
例
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が（
高
齢
の
方
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
っ
か
り
行
い
）元
気
い
っ
ぱ
い
猛
暑

を
乗
り
き
っ
て
頂
き
た
い
と
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
全
世
界
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
１
年
間
の
延
期
と
な
り
ま
し
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
も
の
の
無
観
客
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
長
崎
県
か
ら
も
14
人
の
オ
リ
、パ
ラ
の
選
手
が
出
場
し

ま
す
。特
に
私
の
地
元
諫
早
市
の
体
操
、内
村
航
平
選
手
、

カ
ヌ
ー
の
水
本
圭
二
選
手
を
は
じ
め
陸
上
５
０
０
０
ｍ
１

０
０
０
０
ｍ
の
廣
中
選
手
、柔
道
の
永
瀬
選
手
、サ
ッ
カ
ー

吉
田
選
手
に
は
メ
ダ
ル
獲
得
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｖ
観
戦
で
の
応
援
に
な
り
ま
す
が
、選
手
の
皆
さ
ん

に
は
よ
り
多
く
の
よ
り
高
い
表
彰
台
を
目
指
し
国
民
に
元

気
を
与
え
て
頂
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

県
議
会
副
議
長
に
就
任
！

　
私
は
、６
月
議
会
最
終
日
に
、瀬
川
議
長
及
び
松
本
副
議

長
の
辞
任
に
伴
う
正
副
議
長
の
改
選
に
よ
り
、第
92
代
の

副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。選
任
頂
き
ま
し
た
議
員
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
、通
常
の
県

民
生
活
や
各
々
の
事
業
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。更
に
人
口
減
少
対
策
、財
政
健
全
化
、新
幹
線
、更
に

は
脱
炭
素
化
２
０
５
０
年
問
題
な
ど
山
積
す
る
県
政
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
議
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
微
力
で
す
が
、坂
本
智
徳
議
長
を
支
え
て
健
全

で
活
力
あ
る
県
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
取
り
組
む
決
意

で
す
。

　
皆
様
、ご
支
援
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染拡大により、様々な事業者が影響を
受けておりますが、特に飲食店や観光事業、公共交通は維持す
るのでさえ危機的状況に置かれております。しかしながら、今後
ワクチン接種が進み、重症化することが減少するとなれば、感染
症対策を行いながら様々楽しむ時代になると予測しております。
　そのような状況に備えるため、昨年から行われているteam 
NAGASAKI SAFETYの活動幅を広げる方針となりました。まだ
まだ認証を受ける側のメリットも制度の周知も途上でありまし
たので委員会では集中して審議し、施設側から寄せられる様々
なご意見を吸い上げつつ、よりよい制度となるよう活発な意見
交換が行われました。
　今後各市町と連携し、参画する飲食店へのインセンティブも
拡大する方針で、HP等でわかりやすく発信し、利用する側も安
心して観光や飲食を楽しめる場が増えていくことを期待してお
ります。

堤　典子

農
水

経
済

委
員
会

　五島市沖が国内初の洋上風力発電事業の促進区域に指定
され、本年6月、国が事業者（6社合同）を選定したとの発表が
あり、浮体式の商用事業が実施されることになりました。ま
た、有望な区域に西海市江島沖が上がっており、促進区域指定
に向け協議中です。
　諫早湾干拓農地では5年ごとに農業振興公社と営農者で契
約を結びますが、2018年の契約更新の際、２事業者は利用権
の再設定が認められませんでした。公社は農地の明け渡しを
求めて提訴し、未払いとなっている土地改良賦課金の公社負
担分の支払いを求めています。このほか、過年度に4経営体が
合わせて2,963万円を滞納しているということです。現在は
更新の際、同意書を取っていますが、以前は口頭で伝えるのみ
だったということで、更新の審査を厳格にするべきではないか
との意見が出されました。

中村  泰輔

文
教

厚
生

委
員
会

　ワクチン接種加速のため、以下の個別接種支援をします。
①接種回数増加に向けた支援（対象：診療所）
接種１回当たり支払い額（2,070円）に上乗せして、条件を満
たせば接種回数に応じて2,000円or 3,000円を交付する。
②接種施設数の増加に向けた支援（対象：病院、診療所）
１日あたり５０回以上の接種を実施した場合⇒当該日数X 
100,000円を交付
③接種体制の強化に向けた支援（対象：病院）
通常診療とは別に、条件を満たしてワクチン接種のために特
別な体制を確保した場合⇒１人１時間あたり、医師：7,550円、
看護師等：2,760円を交付
　また、本県全体の人口10 万人あたりの診療所数は101.9で
全国値の80.1を大きく上回っており、その特長を生かして、来
年以降の接種も見据えた診療所での更なる接種体制の強化を
求めました。

　可決した議案は次の通りです。①コロナ対応地方創生臨時
交付金（歳入のみ3,972万円）、次期情報セキュリティクラウド
移行事業費（1億2,530万円）のほか知事専決報告など補正予
算4件。②視覚障がい者の信号機横断を支援する「高度化
PICS（ピックス）」導入へむけた関係条例、県職員の定数条例
の一部改正など7件。③地方財政の充実・強化を求める国への
意見書1件（改革21など三会派提出）。
　「高度化PICS」は、信号機の情報をスマートフォン（音声や振
動）で知らせる歩行困難者への支援機器です。全国的に整備
が進められていますが、本県は音響式信号機を先行し、来年度
に整備方法を検討する方針で、様々な課題があります。盲学校
付近での試験運用の必要性、スマホ普及への助成措置などを
指摘するとともに、当事者団体や県障害福祉課との連携を強
化して導入を進めるよう求めました。
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